










































会・僧侶集団も中世社会を構成する社会的集団とされているにもかかわらず、寺内における「私」の領域の展開や拡大、つまり世俗社会との関係とその関係性の寺内へ 流入が塔頭の増加という説明に留まっている。その結果、寺院社会を構築する僧侶集団とその構成員となっていく人材を送り込む世俗社会との関係が十分 見えてこないのである。また、これまでの研究は、住持や東班僧など 特定寺僧に焦点を当てたも が多く、僧侶集団そのものの動向に注目した検討が不十分となっている。
そこで、禅宗の僧侶集団について概観すると、そもそも
禅宗寺院では大陸から導入さ た新たな寺院組織に基づき、寺役が僧階と て定着し、独自の僧階を有するようになった。その最下層に位置し の 喝食 あり、最末端の沙弥・喝食から五山の各寺院を統轄する東堂まで、禅宗寺院は様々な階層の寺僧を抱えていた。
禅僧の多くは、まず世俗社会を離れ喝食として各寺に入





内での喝食は、沙弥と共 沙喝と称され、侍者以上の僧侶身分とは一線を画した。沙喝の行動の一端 して 彼らは度々蜂起し、住持らを退去させるなど、 「寺家」の構成員でありながら、その上層部の決定に必ずしも従順ではなかった。喝食らは「寺家」の行動を嗷訴 で下から規定し得たのであり、 「寺家」の動向を考え 際 、彼らを欠かすことは出来ない。
このように禅宗寺院と世俗社会を結び付け、 「寺家」に








































































































に関するものである。将軍の「御勘気」を蒙り諸国流浪の末、寿福寺に入寺した忍性（次郎左衛門入道（の有する御家人領に対し、舎弟の三郎左衛門尉が忍性父子を「放埓乞食」と訴え、御家人領を有してはならないと主張したのである。この争いを受け 幕府は「放埓」の点を問題外とし、寿福寺の地位が御家人 準じるとして忍性の所領知行を認める裁許を下した。その一方で、忍性父子を「乞食非人」と訴えた三郎左衛門尉 「悪口咎」により処罰したのである。
喝食とのかかわりは、忍性が寿福寺に入寺し、忍性の子







































そらく、高時が制符を定めた鎌倉末期にお て、檀越の許可を有したと称して喝食となる者が増加したのであり この傾向が後々にまで継続してい たと推測される。
それでは、一方の禅僧・禅宗寺院側は、喝食の増加にど




























































































宗の喝食であると共に、応安 嗷訴の際に山門・寺門が遠流を要求した春屋の弟子が入室す は、やはり異例中の異例であったと思われる。これが実現 背景として、①覚増が、遠流になるまで幕府と緊密な関係にあった春屋の弟子であること、②後光厳が求心力強化に取り組んでい
























































































































































































































































らすると、室町初期に定められたものと考えられる。さらに、鹿苑僧録を通じてこの法が定められたことからすると、幕府によって定められたものと考え る。ここでは、沙喝による嗷訴が発生し 場合、張本の坊主に加 親類一族の名も鹿苑院・幕府に注進するように義務付けられている。おそらくこの後、何らかの形で幕府側か 親類一族へ一件が通知され、問題に関する処理・処罰 命じ れたものと考えられる。この う 沙喝の嗷訴に関する責任は、出自 一族も担うものであった。
以上のように、蔵主や首座など中間層に当たる寺僧が坊












































し沙弥を経ず得度したことに反発していたのである。すなわち、 喝の反発を招くような、世俗権力から 口入に基づく度僧が多発していたのであり、喝食が禅宗寺院における「寺家」の構成員でありながら、世俗社会と近 存在あったため、世俗社会との関係性やその情勢が度僧に反映されやすかったのである。なお史料８の事件では、相国寺住持が説得に努め も の、結果的に住持は相国寺を退院したと考えられ 。沙喝による蜂起が相国寺住持を退院させ、 「寺家」によ 決定を脅かした る。
おわりに
本論は、禅宗寺院と世俗社会の境界に位置した集団であ































































































































































































六十三巻。 『勅修百丈清規』は、中国元代に成立した清規で、文和年間には日本でも公刊され 日本の中世禅宗寺院に大きな影響を与えたとされる（今枝愛真『中世禅宗 の研究』東京大学出版会、一九七〇年
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